
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
九
条

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
実
施

機
関
は
、
第
五
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
変
更
の
日
か

ら
二
週
間
以
内
に
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と

す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
厚
生
労

働
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
実
施

機
関
は
、
第
五
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、

そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す

る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
六
条
の
八

工
作
物
石
綿
事
前
調
査
者
講
習
実

施
機
関
は
、
第
十
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
又
は

第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
変

更
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
同
項
第
四
号
に
掲

げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更

し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨

を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
の
八

工
作
物
石
綿
事
前
調
査
者
講
習
実

施
機
関
は
、
第
十
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
か
ら

第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前

ま
で
に
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る

も
の
と
す
る
。

そ

の

他

告

示

令和年月日 金曜日 第号官 報
四

平
成
三
十
年
十
月
か
ら
令
和
八
年
三
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
保
護
の
基
準
に
よ
り
対
象
者
に
算

定
さ
れ
た
各
月
の
救
護
施
設
等
基
準
生
活
費
（
保
護
の
基
準
別
表
第
１
第
１
章
の
２
の

の
イ
の
地
区
別
冬
季
加
算

額
、
同
章
の
２
の

の
ア
の
期
末
一
時
扶
助
費
及
び
同
章
の
４
の
特
例
加
算
を
除
く
。）、
地
区
別
冬
季
加
算
額
（
同

章
の
３
の
入
院
患
者
日
用
品
費
に
係
る
地
区
別
冬
季
加
算
額
並
び
に
同
表
第
３
章
の
１
の

及
び
同
章
の
２
の

の

地
区
別
冬
季
加
算
額
に
限
る
。）、
妊
産
婦
加
算
、
障
害
者
加
算
、
介
護
施
設
入
所
者
加
算
、
在
宅
患
者
加
算
、
放
射

線
障
害
者
加
算
、
母
子
加
算
（
同
表
第
２
章
の
８
の

の
う
ち
在
宅
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）、
入
院
患
者
日
用
品

費
（
同
表
第
１
章
の
３
及
び
同
表
第
３
章
の
１
の

の
地
区
別
冬
季
加
算
額
並
び
に
同
章
の
１
の

の
特
例
加
算
を

除
く
。）及
び
介
護
施
設
入
所
者
基
本
生
活
費
（
同
章
の
２
の

の
地
区
別
冬
季
加
算
額
及
び
同
章
の
２
の

の
特
例

加
算
を
除
く
。）の
そ
れ
ぞ
れ
の
額
に
千
分
の
二
十
四
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と

き
は
、
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。）の
合
計
額

五

平
成
二
十
五
年
十
二
月
か
ら
令
和
七
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
保
護
の
基
準
に
よ
り
対
象

者
に
算
定
さ
れ
た
各
月
の
期
末
一
時
扶
助
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
額
に
千
分
の
二
十
四
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
十

円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。）の
合
計
額

〇
厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
一
号

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
等
登
録
規
程
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の

よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
二
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
七
号

土
地
改
良
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
、
第

三
項
第
二
号
及
び
第
六
項
、
第
五
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
並
び
に
土
地
改
良
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
元
年
政
令
第
二
百
十
六
号
）附
則
第
二
条
第
七
項
及
び
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
農
林
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
四
号
（
土
地
改
良
法
施
行
令
第
五
十
二
条
の
二
第
二

項
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
支
払
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
二
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
農
林
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
四
号
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

第
一

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
農
林
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
農
林
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
四
号
中
「
年
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」を「
年
一
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

第
二

平
成
四
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
号
（
土
地
改
良
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則

第
九
項
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
支
払
方
法
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
四
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
号
中
「
年
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
年
一
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
」
に
改
め
る
。

第
三

平
成
二
十
年
六
月
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
六
十
九
号
（
土
地
改
良
法
施
行
令
第
五
十
二
条
の
二
第
六
項

の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
支
払
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
六
十
九
号
中
「
年
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
年
一
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

第
四

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
六
号
（
土
地
改
良
法
施
行
令
第
五
十
二
条
の
二
等
の

農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
六
号
中
「
年
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」を「
年
一
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
営
土
地
改
良
事
業
に

係
る
負
担
金
で
そ
の
支
払
期
間
の
始
期
が
令
和
七
年
度
以
前
で
あ
る
も
の
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
十
二
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
二
十
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

令
和
七
年
度
印
陸
軍
と
の
実
動
訓
練
（
ダ
ル
マ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
25
）
へ
の
派
遣
団

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
十
一
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

百
二
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

イ
ン
ド
共
和
国

〇
外
務
省
告
示
第
六
十
七
号

昭
和
四
十
年
十
二
月
四
日
に
マ
ニ
ラ
で
作
成
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
を
設
立
す
る
協
定
」
の
一
部
は
、
同
協
定

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
同
改
正
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
従
い
、
令
和
八

年
三
月
一
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

（
令
和
七
年
十
二
月
一
日
付
け
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
事
務
局
長
通
報
）

令
和
八
年
二
月
二
十
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
条

通
常
業
務
に
対
す
る
制
限

１

削
除

２

第
六
条
５
に
定
め
る
払
込
請
求
応
諾
義
務
が
適
用
さ
れ
る
銀
行
の
借
入
資
金
か
ら
行
な
わ
れ
た
貸
付
け
に
つ
い
て

は
、
特
定
の
通
貨
で
銀
行
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
元
本
の
現
在
高
総
額
は
、
い
か
な
る
時
に
も
、
同
一
の
通
貨
で
支
払

わ
れ
る
べ
き
銀
行
の
借
入
れ
の
元
本
の
現
在
高
総
額
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。


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